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談話室

米国西海岸港湾封鎖 とヘ リウム危機

昨年の!0月8日 か ら10日 にか けて、米国西海岸の港湾封鎖 に関するニ ュースがマス コミ各社 から

報道 され ことを覚 えている読者 も多い と思い ます。

「ブ ッシュ米大統領 は八 日
、労使紛争で九月二十七 日か ら封鎖 されている米国西海岸 の主要港湾

施設を強制的 に再開 させ るため、 タフ ト・ハー トレー法(米 労働管理関連法)に 基づ き指揮権 を発

動 した。サ ンフランシス コ連邦地裁は同日、大統領の方針 を容認 。港湾施設 は今後八十 日間にわた っ

て再 開され、政府が紛争調停 を進める。」(日 本経済新 聞平成14年10月9'日 夕刊 より引用)と いう内

容の報道で した。

実はこの前後、国内のヘ リウム業界では一時的 にパ ニ ック状態 となっていま した。 日本は入 リウ

ムのほぼ全量 を米国か らの輸入 に頼 っています。ヘ リウムは液化 して米国西海岸 において専用の圧

力容器(ヘ リウムコンテナ と呼ばれ る)に 充填 され、コンテナ船 によ り約2週 間かけて日本 まで輸

送 されてい るのです。 ところが、9月27日 か ら米国西海岸 の港湾 ス トライキにより荷役が完全 に停

止 して しまい、報道 によるとロサ ンゼルス港 だけで200隻 近 い各種 コンテナ船が待機 する事態 となっ

た ようです。

24年 ぶ りとなる米 国大統領の指揮権発動 により10月10日 から荷役が再 開されま したが、港湾業務

は直 ぐには正常化で きず、国内では10月 中旬 か ら下旬 にかけて需要 に対 して供給が追いつかない状

態に刻々 と近づいていま した。国内ガス業者の中には、米 国東海岸か らパナマ運河経 由での輸送 に

切 り替 えた り、飛行機 による初 めての空輸 に踏み切 った りする ところもあ り、"ヘ リウム危機"一

歩手前 と言 えるような状態 に至 りま した。

幸いなことに、港湾封鎖期間が比較的短かった ことと、不景気 によ り日本 国内の光 ファイバー ・

半導体 向けのヘ リウム需要が急激 に落ちていたこと、 などがあ り"ヘ リウム危機"は ギ リギ リの と

ころで回避 されました。 さらに、!l月24日 には米港湾施設 の労使が暫定合意、1月22日 には正式合

意に達 した ということもあ り、ヘ リウム市場 は落ち着 きを取 り戻 しつつあ ります。 しか し、ヘ リウ

ム とい う資源 の持つ危 うさは変わっていませ んので、是非 この機会 に認識 を新た にして頂 きたい と

思 います。
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